
多機能型児童通所支援ミックスベリーONODA 支援プログラム 作成日　７年　３月　１９日

法人（事業所）理念 利用者様や保護者の皆様を自分自身や家族と思って最善の療育を提案する

支援方針 すべてのお子様が周囲の助けを得ながらも自分の力で日常生活や社会生活を送れるように沢山の愛情をもって支援を行ってまいります。また、安心して子育てを行うことができるようご家族様のサポートにも努めてまいります。

営業時間 ８時３０分から１７時３０分まで 送迎実施の有無 あり　※土・祝はなし

支援内容

本
人
支
援

健康・生活

・来園時、体温測定の実施や体調を確認する

・構造化等による生活環境の調整（視覚的支援を用いて一日の流れが見通しがつくようにするなど）

・アレルギーへの対応（おやつ提供時に表示チェックを二人以上で行うなど）

・食事、整容、排泄、着脱、片付けに関する支援の実施

運動・感覚
・集団活動の運動（ボールや平均台など）を通して筋力、体幹やバランス感覚を養う

・集団活動の制作や個別療育の手先を使った課題（洗濯バサミやボタン留めなど）を通して日常生活につながる感覚を養う

認知・行動

・朝の会や来所時の日付けや曜日の把握や確認による感覚、数の認知形成

・集団活動の感覚遊び（粘土、新聞紙など）や砂場遊びによる物質の変化と感覚の認知形成

・自由時間のブロック遊びによる空間把握の認知形成

言語・コミュニケーション

・ルールなどを絵カードを使って視覚化

・個別療育での言語、コミュニケーションの課題(絵カードを用いた名詞／動詞の練習、文章構成、絵本の読み聞かせ等)の提供

・帰りの会で活動の振り返りと感想を発言する機会の提供

人間関係・社会性

・日常生活訓練として買い物学習、バス乗車体験を実施

・地域参加学習（みかん狩りなど）の実施

・集団活動を通してルール理解を促し、ルールを守って活動できるように支援する

・集団活動や自由時間を通じて、他者との関わり方を支援する

家族支援

・送迎時や連絡帳にて事業所や家庭での様子を共有

移行支援

・学校（担任）と連携を図り、本人の状況や支援内容（伝え方、促し方など）などの情報を共有する

・支援場面の観察や本人の特性を踏まえたうえでの具体的な支援方法を助言する機会を必要に応じて ・本人の発達支援や進路についても、相談等を行う

　設ける ・併行利用先(保育園、幼稚園等)への情報共有

・子育てに関する講座や相談を実施できる機会を必要に応じて設ける ・ライフステージの切り替えを見据えた将来的な移行に向けた支援

地域支援・地域連携

・必要に応じて、相談支援事業所等各関係機関との会議を開催し、情報収集及び役割分担について

職員の質の向上

・月に一回程度の事業所内研修、外部研修の派遣など

　協議する ・必要に応じて外部で行われる研修に参加する機会を設ける

・各関係機関が開催する会議などに参加要請があった場合も積極的に参加し、情報共有に努める

主な行事等

・毎月季節に合わせた行事を事業所内で実施（夏祭り、クリスマス会、節分など）

・不定期で外出レクリエーションを実施（日常生活訓練、地域参加学習）

・誕生日会の実施


